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振袖にカラーリングヘアーもＯＫ！！ 

～現代の成人のファッション感を探る～ 

 

◇ 女性は半数が３ヶ月以上かけて入念に準備。 

◇ 成人式の装いにかかった費用は男性約 2万 7,000 円に対し、女性は 10 倍の約 27 万

8,000 円 

◇ 成人式というフォーマルな場だからといって、“黒髪にしなければ”は過去の話 

◇ 新成人、母親世代ともに、もはや“振袖にカラーリングヘアー”はスタンダード内 

◇ 親世代と子世代のファッション意識の差は埋まりつつある。 

 

 

 

2006 年新春◆新成人 400 名、新成人のお母さん 100 名に聞く

「成人式の装い意識調査」 

ホーユー株式会社（代表取締役社長：水野新平 名古屋市東区）は、今年の成人式への出席資格

を持つ“新成人”の男女 400 名と、“新成人”を子に持つ女性 100 名に「成人式の装い意識調査」

を実施し、このほど、調査結果をまとめました。 

 

成人式には、例年あでやかな和服姿の新成人が多く集まります。近年では、振袖や羽織袴に、

カラーリングした髪色を合わせる人も多くなってきています。 

そこで、本年新成人となる人に、髪の色やヘアスタイルを中心に、成人式にふさわしいと思う

装いについてお伺いいたしました。併せて、本年成人式を迎えるお子様をお持ちの女性に、同様

の質問をし、成人式の装いに対する意識を比較しております。 

 

「成人式の装い」に関する意識から、現代の新成人とその親世代のＴＰＯ意識の差を探りました。 

 

調査結果の概要は以下の通りです。 

 

 



Ⅰ．調査概要 

● 調 査 対 象 ： ①2006 年の成人式に出席予定の全国の新成人 400 名 

②2006 年の成人式に出席する予定の新成人の子どものいる女

性 100 名 

● 調 査 方 法 ： インターネット調査（専門調査機関に委託） 

調査機関に登録しているモニター会員内の該当者をスクリー

ニング 

● 実 査 期 間 ： 2006 年 1 月 9日～10 日 

● 標 本 構 成 ： ① 有効回収サンプル 400 名（男女各 200 名） 

② 有効回収サンプル 100 名（女性 100 名） 

 

 

Ⅱ．調査結果概要 

 

今年の新成人の成人式の日の装い 

 

● 今年の新成人の成人式での装いは、男性は“スーツ”、女性は“振袖”が圧倒的 

－成人式に出席した新成人（400 名中 395 名）にどのような装いで式に参加したかを聞いたと

ころ、男性は「スーツ」（97.5％）、女性は「振袖など和服」（90.4％）が圧倒的に多いこと

が分かりました。 

 

● 今年の新成人の成人式での髪型は、男性は“手ぐしで整えた程度”、女性は“アップ”が多い 

－出席した際の髪型は、男性は「手ぐしで整えた程度の髪型」（55.6％）や「スプレーやジェ

ルを使って（一部でも）立たせたり流したりした髪型」（37.9％）ですが、女性は振袖に合

わせて「アップスタイル」（84.8％）、という人が多かったようです。 

 

● 約半数の女性が３ヶ月前から準備を開始。 

－振袖、髪型など成人式の準備に「３ヶ月以上」かけたと答えた人が女性の 48.7%に上った。 

 

● 時間だけじゃなく女性は費用も掛かる。男性と 10 倍以上の開き。 

－新成人の成人式での装いにかかった費用の総額は、平均 148,531 円となっています。これ

を性別にみると男性約 2万 7 千円（27,292 円）、女性約 27 万 8 千円（278,575 円）と 10 倍

以上の開きがあり、振袖の準備をするためか、女性の方が圧倒的にかかる費用は高くなっ

ています。 

 

● 成人式のために髪の色を変える人は２割程度。しかも、明るい色にした人の方が多い 

－成人式のために髪の色を「変えた」という人は、全体の 22.5％とあまり多くありません。

しかも変えた色は、「黒」（12.4％）よりも「暗めのブラウン」（41.6％）や「ブラウン」

（22.5％）、「明るめのブラウン」（13.5％）に変えた人の方が多くなっています。元の髪の
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色と比較しても、『より暗くした人』（42.7％）よりも『より明るくした人』（47.1％）の方

が若干多めになっています。既にヘアカラー率が高い今時の新成人は、成人式だからと言

って落ち着いた髪の色にするとは限らないようです。 

 

 

以下、成人式という場にふさわしい装いやヘアスタイルについて、新成人とその母親世代にそれ

ぞれ同じことを聞き、意識の違いを見てみました。 

 

新成人／母親世代の成人式の装いに対する考え方 

 

● 新成人も母親世代も、成人式にふさわしいと思う装いは、男性は“スーツ”、女性は“振袖”。 

  もっとも、新成人の女性は男性の“紋付袴”もふさわしいと考えている 

 

－成人式に出席する際にふさわしいと思う装いについて＜新成人＞に聞いてみると、男性の

装いについては「スーツ」（86.5％）が最もふさわしいとし、次いで「紋付袴など和服」

（63.5％）が続きます。特に女性は、男性が「紋付袴など和服」を着るのがふさわしいと

考えている人が 78.5％に上っています。 

－一方、＜母親＞についてみると、「スーツ」（89.0％）が最も高いのは新成人と同じですが、

「紋付袴など和服」（28.0％）は約 3割と少なく、母親よりむしろ子どもの世代の方が“紋

付袴”など和服がふさわしいと考えていることが分かります。 

－女性の装いについては、＜新成人＞は「振袖など和服」（88.0％）、次いで「スーツ」（48.8％）、

「ドレス」（40.3％）がふさわしいと考えています。＜母親＞をみても、「振袖など和服」

（85.0％）、「スーツ」（58.0％）、「ドレス」（43.0％）と続き、新成人とあまり差は見られ

ません。 

 

● 新成人も母親世代も、“黒髪”にはこだわらない 

－成人式にふさわしいと思う髪の色について＜新成人＞に聞いてみると、「黒」（55.3％）が

最も多かったものの、「暗めのブラウン」（41.3％）、「ブラウン」（24.8％）も許容範囲内で

あることが伺えます。また、「どのような髪色でもかまわない」（41.3％）も多く、黒髪へ

のこだわりは見られません。 

－＜母親＞から見た場合、成人式にふさわしい髪の色は「黒」（62.0％）、「暗めのブラウン」

（60.0％）がほぼ同率で、「ブラウン」（32.0％）も約 3 分の 1 いるなど、新成人の世代以

上に黒髪にこだわらない様子が伺えます。 

 

－時々聞かれる、「せめて成人式くらいは黒髪に」という意見についてどう思うかを聞いても、

＜新成人＞の 6 割以上が“そう思わない”（「あまりそう思わない」40.5％+「全くそう思

わない」21.8％）と回答し、＜母親＞も、「あまりそう思わない」（45.0％）、「全くそう思

わない」（9.0％）と 6 割近い人が“そう思わない”と回答しており、「せめて成人式くら

いは黒髪に」といった考えは過去のものになりつつあることが分かります。 

 

● もはや成人式に“振袖に茶髪”は常識の範囲内。 

－「成人式という場に “かまわない・おかしくない”と思う装いはどんなものか」、装いと
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髪の色について聞いてみると、 

＜新成人＞の男性については「紋付袴など和服と暗めのブラウンの髪」（85.3％）、「紋付袴

など和服とブラウンの髪」（69.0％）、「紋付袴など和服と明るいブラウンの髪」（51.0％）

など和服とブラウンの髪の組み合わせについて“かまわない・おかしくない”とする人が

半数以上を占めました。 

 

－女性の装いについても、半数以上の＜新成人＞が「振袖など和服と暗めのブラウンの髪」

（87.3％）、「振袖など和服とブラウンの髪」（76.5％）、「振袖など和服と明るいブラウン

の髪」（62.3％）、「振袖など和服と巻き髪」（57.0％）を“かまわない・おかしくない”と

回答。 

 

＜母親＞世代に聞いても、「ふさわしい男性の装い」は「紋付袴など和服と暗めのブラウン

の髪」（68.0％）、「紋付袴など和服とブラウンの髪」（46.0％）など和服＆ブラウンの髪が

１位、２位。「ふさわしい女性の装い」でも「振袖など和服と暗めのブラウンの髪」（85.0％）、

「振袖など和服とブラウンの髪」（57.0％）が半数を超え、「振袖など和服と明るいブラウ

ンの髪」（42.0％）も半数近くを占めます。 

新成人本人と親世代の間に、大きな意識の差は見られません。どちらも和服と茶髪の組み

合わせを完全にＯＫだと考えています。 

 

 

－成人式の装いで重視することは、＜新成人＞＜母親＞とも「成人式という席にふさわしい

こと」（新成人：73.0％、母親 85.0％）であるという意見が最も多く、「自分に似合うこと」

（新成人：55.5％、母親 57.0％）「自分らしさを表現すること」（新成人：34.3％、母親

35.0％）を引き離しています。成人式は今でもフォーマルな場として捉えられていること

が伺えます。 

 

－つまり、新成人もその母親の世代も、カラーリングした髪が成人式のようなフォーマルな

場に“ふさわしい”ものとして認識していることが伺えます。 

 

 新成人の親世代自身も「ＤＣブランド世代」であり「ハナコ世代」。ファッションで自己表

現をすることに慣れている世代であり、子供がヘアカラーやファッションで個性を表現す

ることに抵抗は感じていないことが今回の結果につながっていると考えられます。 

 

● 成人式の装いに関しては、78.7 点の自己評価。なお母親*は 90.6 点と、子ども以上の高評価 

－昔に比べてより自由になってきた成人式の装いですが、彼ら自身は満足しています。 

新成人に成人式での装いを自己採点してもらったところ、平均は 78.7 点で、高い自己評価

をしているようです。性別に見ると、男性 75.3 点、女性 82.0 点と、かかる費用を反映し

てか、女性の方が若干高くなっています。 

－なお＜母親＞世代に同様のことを聞くと、平均 90.6 点と高評価をしており、ちょっと子煩

悩な母親像が見えてきそうです。 

*調査対象の新成人本人の母親ではないことに留意 

 4



新成人がかっこいいと思う今年新成人となった有名人 

● 男性有名人 

－新成人に対して、今年新成人となった男性有名人で、髪型を含めてかっこいいと思う人は

誰かを聞いたところ、「小池徹平さん」（105 票：全体の 26.3％が投票）、「山下智久さん」

（75 票：18.8％）、「亀梨和也さん」（75 票：18.8％）、「ウェンツ瑛士さん」（58 票：14.5％）

などの順でした。『ＷＡＴ』や『修二と彰』など、それぞれがコンビを組んだユニットの曲

がヒットしており、注目度の高さがうかがえます。 

 

 

● 女性有名人 

－女性有名人について聞いてみると、「上戸彩さん」（100 票：全体の 25.0％が投票）、「加藤

ローサさん」（54 票：13.5％）、「宮里藍さん」（52 票：13.0％）、「宮崎あおいさん」（51 票：

12.8％）の順でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【この件に関するお問い合わせ先】 

 

  ホーユー株式会社  情報システム部  担当：日比野 

〒461-8650 愛知県名古屋市東区徳川一丁目 501 番地 

TEL：０５２－９３５－９５８２     

FAX：０５２－９３５－１９１５ 

URL： http://www.hoyu.co.jp 
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